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合
併
か
ら
３
年
で
人
口

が
１
３
９
１
人
減
少
し
た
。

率
で
４
％
の
減
少
で
あ
る
。

特
に
周
辺
部
の
人
口
対
策
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

地
域
の
重
要
産
業
で

あ
る
農
林
業
の
振
興
を
図
る

こ
と
が
大
き
な
課
題
で
あ

る
。

　
　

ふ
る
さ
と
定
住
化
、
若

者
定
住
化
策
と
地
域
農
業
振

興
を
ど
う
図
っ
て
い
く
考
え

か
。

　
　
　

国
の
地
域
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
方
式
と
い
っ
た
も
の

を
取
り
入
れ
る
こ
と
な
ど
対

問市
長

問市
長

策
講
じ
て
い
く
。

払
え
る
国
保
税
に

　
　

払
え
る
国
保
税
に
す
る

た
め
、
一
世
帯
一
万
円
引
き

下
げ
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
。

　
　
　

現
在
の
国
保
財
政
を

考
え
る
と
困
難
。
引
き
続
き

国
に
対
し
て
国
の
負
担
率
引

き
上
げ
な
ど
を
要
望
し
て
い

か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

　
　

短
期
、
資
格
証
明
書
な

ど
制
裁
措
置
を
止
め
る
こ
と

に
つ
い
て
。

　
　
　

機
械
的
に
資
格
証
明

問市
長

問市
長

書
を
発
行
す
る
の
で
は
な

く
、
今
後
も
納
付
相
談
な
ど

の
機
会
を
確
保
し
短
期
証
に

よ
る
運
用
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

市
独
自
の
減
免
措
置
を

講
じ
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

財
政
状
況
、
税
の
公

平
性
の
確
保
と
い
う
観
点
か

ら
苦
慮
し
て
い
る
。
国
保
運

営
協
議
会
の
み
な
さ
ん
の
意

見
も
伺
い
な
が
ら
、
慎
重
に

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

通
天
湖
ダ
ム
本
体
の

改
修
必
要
で
は

　
　

ダ
ム
堤
体
か
ら
水
が
噴

問市
長

問

き
出
て
い
る
状
況
を
ど
う
認

識
し
て
い
る
か
。

　
　
　

老
朽
化
は
見
ら
れ
る

が
、
強
度
な
ど
に
つ
い
て
は

問
題
な
い
と
い
う
報
告
を
受

け
て
い
る
。
京
都
府
か
ら
今

検
討
中
と
い
う
こ
と
を
聞
い

て
い
る
。

　
　

住
民
の
安
全
を
考
え
る

と
水
位
を
下
げ
る
な
ど
の
対

応
が
求
め
ら
れ
る
が
。

　
　
　

府
に
、
地
元
の
不

安
も
伝
え
、
今
後
と
も
、
府

と
点
検
を
図
っ
て
い
く
中
で

対
応
し
て
い
く
。

市
長

問市
長

　
　

来
年
４
月
か
ら
京
都

府
で
も
兵
庫
、
鳥
取
の
３

府
県
共
同
で
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
が
運
航
さ
れ
る
が
、
府

北
部
で
の
運
航
で
あ
り
、

中
部
地
域
に
住
む
者
と
し

て
は
大
変
懸
念
を
す
る
。

ま
た
、
全
国
的
な
ヘ
リ
運

航
の
流
れ
か
ら
、
受
け
入

れ
体
制
を
構
築
し
て
お
く

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る

が
。

　
　
　

現
在
、
府
北
部
地

域
を
ど
こ
ま
で
カ
バ
ー
す
る

問市
長

の
か
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
は
な
い
が

ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
な
く
て
も
離

着
陸
で
き
る
ヘ
リ
の
導
入
も

府
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。
近

隣
の
ま
ち
と
連
携
し
実
現
に

向
け
努
力
す
る
。

経
済
危
機
か
ら
就
学
児
童

を
守
れ

　
　

景
気
の
低
迷
で
中
退

や
休
学
が
急
増
し
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
は
母
子
・

父
子
家
庭
の
高
校
生
に
対

す
る
就
学
援
助
制
度
は
あ

問

る
が
大
学
や
専
門
学
校
を

対
象
と
し
た
制
度
は
な
い
。

　

進
学
希
望
者
に
対
す
る

独
自
の
緊
急
支
援
が
出
来

な
い
か
。

　
　
　

高
校
ま
で
は
、
公
教

育
の
無
料
化
が
国
の
22
年
度

予
算
に
盛
り
込
ま
れ
る
よ
う

で
あ
る
。
提
言
も
踏
ま
え
努

力
す
る
。

　
　
　
　

国
の
動
向
を
注

視
し
、
対
応
す
る
。　
　

　
　

京
都
新
光
悦
村
は
、

現
在
、
７
社
の
企
業
が
進

市
長

教
育
長

問

出
し
稼
動
し
て
頂
い
て
い

る
。
京
都
伝
統
工
芸
大
学

校
が
進
出
を
表
明
さ
れ
て

か
ら
３
年
が
経
過
す
る
。

他
に
も
商
談
中
の
分
譲
区

画
が
存
在
す
る
が
進
捗
状

況
を
伺
う
。

　
　
　

観
光
や
交
流
拠
点

と
し
て
期
待
が
さ
れ
る
。
大

学
校
に
お
か
れ
て
は
検
討
を

進
め
ら
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
い

る
。
一
日
も
早
い
実
現
に
向

け
、
府
と
と
も
に
お
願
い
す

る
。

市
長

早急にドクターヘリ
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丹政クラブ
仲村　　学 議員

市長 国や府との連携の中で対応 市長

過疎化の進行が激しい
対策急げ日本共産党・住民協働市会議員団

大西　一三 議員

太陽光発電設備（八木中学校）

市の施設に
太陽光発電システムを

今後も導入にむけ検討

FTA交渉による日本農業の将来は

特定候補を応援した
理由は

私の政治信念にもとづいた

活緑クラブ
八木　　眞 議員

京都府総合防災訓練 通天湖

南風会
村田　憲一 議員

市長 市長

は
報
奨
金
は
つ
か
な
い
の

か
伺
う
。

　
　
　

年
度
当
初
に
猟
友

会
の
捕
獲
者
名
簿
と
捕
獲

計
画
予
定
数
を
報
告
い
た

だ
き
、
市
の
鳥
獣
被
害
対

策
協
議
会
で
最
終
決
定
を

さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
他
の
鳥
獣
に
つ

い
て
の
報
奨
金
は
、
サ
ル

３
万
円
、
ア
ラ
イ
グ
マ
、

ヌ
ー
ト
リ
ア
５
千
円
、
カ

ワ
ウ
４
千
円
な
ど
報
奨
金

交
付
要
領
に
よ
り
予
算
の

範
囲
内
で
交
付
し
て
い
る
。

市
長

　
　

地
球
温
暖
化
を
少
し

で
も
緩
和
す
る
た
め
、
市

は
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
を
た
て
ら
れ
た
が
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

市
の
施
設
に
導
入
の
考
え

は
な
い
か
。
私
た
ち
の
住

む
地
球
を
良
い
環
境
に

保
っ
て
い
く
こ
と
は
、
私

た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
重
大

な
課
題
で
あ
る
。

　

市
も
地
球
温
暖
化
対
策

に
向
け
た
取
り
組
み
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
温
室
化
ガ
ス
を
排
出

し
な
い
太
陽
光
発
電
シ
ス

問

テ
ム
を
、
市
の
施
設
に
設

置
で
き
な
い
か
、
市
の
施

設
は
１
６
７
施
設
あ
る
。

　

大
小
あ
わ
せ
て
10
施
設

に
導
入
で
き
な
い
か
。　

　

ま
た
、
市
独
自
で
、
一

般
家
庭
の
補
助
金
の
復
活

の
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

　
　
　

現
在
、
市
の
８
施

設
に
設
置
し
て
い
る
。
他

の
施
設
に
も
導
入
に
向
け

て
、
検
討
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
補
助
金
に
つ
い

て
も
国
の
動
向
を
ふ
ま
え

て
検
討
を
し
て
い
く
。

有
害
鳥
獣
対
策
は

市
長

　
　

農
家
に
と
っ
て
鳥
獣

の
被
害
ぐ
ら
い
、
が
っ
か

り
し
、
腹
の
立
つ
こ
と
は

な
い
。

　

市
の
平
成
21
年
度
の
捕

獲
数
は
、
シ
カ
・
イ
ノ
シ

シ
を
合
わ
せ
て
３
３
２
０

頭
と
聞
い
て
い
る
が
、
こ

の
捕
獲
数
は
行
政
か
、
猟

友
会
か
、
ど
ち
ら
が
決
定

す
る
の
か
、
ま
た
、
報
奨

金
は
シ
カ
が
２
万
円
、
イ

ノ
シ
シ
は
１
万
５
千
円
と

聞
い
て
い
る
が
、
他
の
鳥

獣
、
サ
ル
、
ア
ラ
イ
グ
マ
、

ヌ
ー
ト
リ
ア
、
カ
ワ
ウ
に

問

　
　

市
民
代
表
で
あ
る
市

長
は
、
普
通
、
特
定
候
補

の
応
援
は
控
え
る
の
が
当

た
り
前
で
あ
る
。
立
場
を

逸
脱
し
た
行
動
で
あ
っ
た
。

し
か
も
結
果
、
国
政
に
参

加
で
き
な
い
責
任
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。
戦
後

50
年
は
自
由
市
場
経
済
主

義
社
会
の
推
進
を
標
榜
し
、

個
人
の
多
様
な
能
力
、
努

力
を
評
価
し
、
希
望
や
夢

の
あ
る
社
会
構
造
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
度
の

民
主
党
政
権
が
掲
げ
る
（
友

愛
）
社
会
は
大
き
な
社
会

問

構
造
の
変
化
が
あ
る
。
市

長
は
こ
の
変
化
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え

て
い
く
の
か
。
特
に
、
本

市
の
財
政
健
全
化
を
示
す

実
質
公
債
比
率
は
19
・
7
％

と
憂
慮
す
べ
き
状
態
で
あ

る
。
国
の
地
方
財
政
へ
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
減
少
す

る
こ
と
は
大
変
憂
慮
す
べ

き
で
あ
る
。

　

民
主
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

で
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
実
施
に
お
け

る
日
本
農
業
の
問
題
。
高

速
道
路
無
料
化
後
の
市
交

通
網
の
行
く
末
。
ま
た
、

新
政
権
の
施
策
に
は
国
の

子
育
て
支
援
と
本
市
施
策

と
の
整
合
性
。
最
低
賃
金

１
０
０
０
円
で
の
本
市
に

多
い
中
小
零
細
企
業
経
営

悪
化
な
ど
新
政
権
政
策
に

は
多
く
の
問
題
が
あ
り
、

こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。
リ
ー
ダ
ー

は
他
に
先
ん
ず
れ
ば
時
代

を
制
す
る
、
機
を
逃
し
て

は
な
ら
な
い
。
市
長
は
楽

観
的
過
ぎ
る
の
で
は
な
い

か
。
市
民
は
時
代
が
大
き

く
変
わ
る
こ
と
に
不
安
を

抱
い
て
い
る
。
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
す
る
べ
き
と

考
え
る
。

　
　
　

政
治
信
念
に
も
と

づ
い
て
特
定
候
補
を
最
良

と
し
た
。
民
主
党
政
権
に

お
い
て
予
算
の
変
更
な
ど

を
憂
慮
し
て
い
る
。
今
後

の
地
方
債
発
行
を
抑
制
し
、

22
年
度
当
初
予
算
は
私
の

任
期
上
、
骨
格
予
算
と
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
。

市
長
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